京都市立○○小学校○年○組（男子○○名　女子○○名　合計○○名）　体育科学習指導案

平成○○年○○月○日～○○月○○日　　６時間計画　　　体育館　　　指導者　○○　○○

１．単元　とび箱運動

２．運動の特性

（１）一般的特性

いろいろな跳び越し方で，高さ，向き，踏み切り板の距離の違う跳び箱を跳び越すことに挑戦して楽しむ運動である。

　（２）子どもの実態

　・○○名のうち，○○名ぐらいは体育の学習が好きである。

　　　　・跳び箱の学習が好きな子は，２４名いる。

　　　　・嫌いな理由として，「苦手・跳ぶだけ」がある。

　　　　・楽しい時は「高い段が跳べた時」や「友だちと一緒にできる」などである。

・挑戦意欲があり，克服した時の喜びを経験している子がいる。

　　　　・これまで高跳びや水泳・バスケットボールでめあて学習を経験している。

・しっかりめあてをもてる子ともてない子がはっきりしている。

　　　　・グループで励まし合ったりアドバイスし合ったりできるようになってきた。

　　　　・準備や片づけをさぼってみんなに迷惑をかけてしまう時がある。

　　　　・これまでの体育学習で，協力することの大切さは意識されつつある。

（３）子どもから見た特性

　　　　・できる跳び越し方で高さや踏切板の距離に挑戦することが楽しい運動である。

　　　　・少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦することが楽しい運動である。

　　　　・跳べなかった高さが跳べたりできなかった跳び越し方ができた時楽しい運動になる。

・友だちと教えあったり励まし合ったりして取り組むと楽しい運動になる。

　　　　・工夫した場の使い方が分かり，新しい技が獲得できるようになると楽しい運動になる。

　　　　・失敗を恐れずにできる場や雰囲気があると意欲的に挑戦できる運動になる。

・準備や片付け，安全などの面で協力できるとどの子も楽しい運動になる。

３．学習のねらいとみちすじ

　（１）学習のねらい

　　　　自分のできる跳び越し方で，高さや踏み切り板の距離の違うとび箱を跳び越すことに挑戦したり，安心して跳び越せる高さのとび箱で，少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦したりして楽しむ。

　（２）学習のみちすじ

　　　　ねらい①　自分のできる跳び越し方で，高さや踏み切り板の距離の違うとび箱を跳び越すことに挑戦する。

　　　　ねらい②　たて開脚とび，横開脚とび，たてかかえこみとび，横かかえこみとび，台上前転，頭はねとび，あおむけとびなどの跳び越し方の中から，少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦する。

　（３）単元計画

	１
	２
	３
	 eq \o\ac(○,4)
	５
	６

	はじめ
	ねらい①


ねらい②

	
	

	ねらい①
	

	
	


４．学習と指導の展開（４５×６）
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	評価の重点
	評価の視点

(評価方法)

	
	
	
	関
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	はじめ　30分
	○学習のねらいとみちすじを知る。
○生活グループで場作りをする。

○安全に学習するための約束について知る。

○体ならしの仕方を知る。

○学習カードの使い方を知る。

○技調べをして自分のできる跳び越し方を確かめる。
	○跳び越した後の合図や跳び越しやすい雰囲気作りの大切さを押さえる

○挑戦ではないことを押さえ助言する
	○


	
	
	・用具の持ち運び方など，場作りの仕方が分かり，友だちと協力して準備しようとする。

―毎時―(観察)

	な

か

15

分

+

45

分

×

４＋30

分
	○ねらい①の学習の仕方について知る。



○できる跳び越し方

で高さや踏切板の

距離に挑戦する。

　【高さ】

　５段～８段

　【距離】

　０cm～６０cm

　【跳び越し方】

たて開脚跳び

よこ開脚跳び

たてかかえこみ跳び

よこかかえこみ跳び

台上前転

あおむけ跳び

頭はねとび


	○学習の仕方が分かっているか観察し問題がある場合は学習カードなどで適宜指導する。

○励まし合って活動している子どもの姿を取り上げ，そのよさに気づくようにする。

○両足踏み切り，両手着手などができていない時は，意識するようにする。

○跳び越すことに対して苦手意識をもっている子どもには安心して取り組めるように励まし丁寧に補助する。

○めあてとする跳び越し方がうまくできない子どもには，個の問題解決力に応じ，資料や友だちの演示を参考にし，必要に応じて補助する。

○結果だけに目を向けるのではなく，毎時間ごとの自分ののびに目を向けるようにし，その積み重ねが大切であることを知らせ，自信をもたせる。
	○

○


	○

○

○


	○

○
	・できる跳び越し方で挑戦している(観察・カード)

・安全に気をつけきまりを守って活動しようとする。(観察)

・友だちと励まし合ったり協力し合ったりして活動しようとする。(観察)

・跳び越すためのポイントを考えて練習の仕方を工夫している(観察)

・自分のめあてとした高さの跳び箱を跳び越すことができる(観察・カード)

・学習資料や練習の場を活用し，練習の仕方を工夫している（観察）

・４～５種類の跳び越し方ができる(カード)

	まとめ15分
	○学習カードを見ながら単元を振り返り，次のようなことをまとめ交流する。

　・めあてを達成するために，工夫したり努力したりしたこと。

　・友だちとの関わりの中で，うれしかったことやよかったこと。
	○楽しく学習できた要因に目を向けるようにし，その大切さを理解できるようにする。
	○
	
	
	・自分や友だちの活動を振り返り，工夫や努力を大切にしようとする(観察・カード・相互)


５．本時のねらい

　　自分のできる跳び越し方で，高さや踏切板の距離の違うとび箱を跳び越すことに挑戦したり，少しがんばればできそうな跳び越し方について練習の場を工夫して取り組んだりしてとび箱運動を楽しむ。

６．本時の学習活動と指導・支援　　　　　【本時　第４時】

	
	学習のねらいと活動
	指導・支援
	評価の重点
	評価の視点

(評価方法)

	
	
	
	関
	思
	技
	

	はじめ　８分
	○活動の準備をする。

グループでねらい①の場を準備する。

○体ならしをする。

○自分のめあてを確認する。
	○班別グループで協力して準備できているか確認する。
○危険な技に挑戦していないか観察し，十分に体を慣らすように声をかける。
	
	
	
	

	な　か　　　３０分
	○ねらい①の活動をする。

　できる跳び越し方で高さや踏切板の距離に挑戦しできたら○をつける。

【挑戦する高さ】

　　５段～８段

　【挑戦する距離】

　　０㎝～６０㎝

　【挑戦する跳び越し方】

　　たて開脚とび，横開脚とび

　　たてかかえこみとび

　　横かかえこみとび

　　台上前転，頭はねとび

　　あおむけとび

○ねらい②の活動をする。

　友だち相互の声かけを大切にし，少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦する。

　

　【よこ(たて)かかえこみとび】

　　ゴム＋ウレタンマットの場

　【台上前転】

　　みぞの場

　　幅の広い場

　【あおむけとび・頭はねとび】

　　ロールマットの場

とび箱にマットの場
	○活動の約束を守りながら自分のめあてとする高さや距離に挑戦しているか確かめる。

○同じ場を共有している友だちと励まし合って活動することを示唆し，アドバイスの大切さを知らせる。

○すぐに跳び越し方を変えてしまう子には，自分のめあてとする跳び越し方のポイントをつかんだ上で活動しているか観察する。

○グループでかたまってなかなか活動に向かわない子には，めあてをもとに今向かうべき場について助言する

○行き詰っている子には自分の映像をカメラで撮って見せ，今の課題を明確にもたせるようにする。


	
	○
	○


	・自分のめあてとした高さのとび箱や踏切板の距離の違うとび箱を跳び越すことができる。(観察・学習カード)

・学習資料や練習の場をうまく活用し練習の仕方を工夫している(観察・カード)

	まとめ７分
	○次の点について，学習のできばえを振り返る。

　・友だちと励まし合ってできたこと

　・資料をうまく活用してできたこと

○活動の後片付けをする。
	○活動中に友だちと励まし合ったりアドバイスしていたりした場面を取り上げる
	
	
	
	


７．準備物

　　とび箱・マット・踏切板・距離調節器・ウレタンマット・学習カード・CD-ROM・ゴム・デジタルビデオカメラ・ビデオデッキ（ＨＤＤ内臓）・テレビ

８．学習の場







９．その他

　（１）アンケート結果

　　　①とび箱の学習は好きですか？

　　　　○好き…２７人

　　　　　　・体育が好き　・跳べた時うれしい　・楽しい　・おもしろい　・得意な方

　　　　　　・目標を作って跳べる　・いろんな技がある　・挑戦できる　・落ちる

　　　　●嫌い…６人

　　　　　　・失敗すると痛い　・とんでいるだけ　・苦手

　　　②できる跳び方

	
	かいきゃくとび
	かかえこみとび
	台上前転
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　　　③とび箱の学習で楽しい時はどんな時？

　　　　・友だちと競っている時　・成功した時　・難しい技ができた時　・高い段を跳べた時

　　　　・友だちと教え合いながらやっている時　・跳べた時　・各自で練習できるところ

　　　　・たくさん練習できた時　・目標をクリアできた時　・空中に浮いた時

　　　④とび箱の学習で楽しくない時はどんな時？

　　　　・準備　・足を打った時　・跳べなかった時　・なかなか跳べない時　・失敗した時

　　　　・話が長引いて時間がなくなった時　・友だちとできない時　・自分だけできない時

　　　　

　　　⑤とび箱学習でどんなことがしたいですか？

・新しい技を身につけたい　・5段以上跳びたい　・かかえこみとび7段

　　　　・できない技　・いろんな跳び方　

【ねらい①】





【ねらい②】


広いの場　　みぞの場　　　　ゴムの場　　ロールマット　ウレタンマット　確かめの場





ねらい①の活動をする。





○ねらい②の学習の仕方について知る。








○少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦する。


・たて開脚跳び　４段


　　小さい跳び箱の場





・横かかえこみ跳び


・たてかかえこみ跳び


　　ゴムを使った跳び箱


　　ウレタンマットの場





・台上前転　　４段


　　みぞを使った場


　　幅の広い跳び箱


　　


・あおむけ跳び　４段





・頭はねとび　　４段


　　ロールマットの場


　　マットを上に置いた場


ウレタンマットの場

















ねらい②の活動をする





＊めあてを達成するために，ＣＤ－ＲＯＭや技別カードなどの資料を使い，自分の課題を見つけ，それに応じた練習方法を選んで活動する。


＊友だちとの見合い，教え合い，励まし合いなどを通して互いのよさを認め合い，自分の活動を高める。
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